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ど
れ
ほ
ど
機
械
化
が
進
ん
で
も
、
人
の
手
に
し
か
で
き
な
い
仕
事
が
あ
り
ま
す
。

何
十
年
・
何
百
年
と
続
く
技
術
が
、
日
本
の
文
化
財
建
築
を
支
え
て
き
ま
し
た
。

そ
の
技
は
「
檜ひ

わ
だ
ぶ
き

皮
葺
」。
丹
波
市
が
世
界
に
誇
る
、
伝
統
の
屋
根
葺
き
技
法
で
す
。

樹
齢
80
年
以
上
の
檜ひ

の
き

か
ら
樹
皮
を
剥
ぎ
、
屋
根
に
１
枚
１
枚
丁
寧
に
重
ね
、
優
美
で
力
強
い
曲
線
を
描
く
。

伝
統
の
技
術
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
に
奮
闘
す
る
職
人
の
姿
を
追
い
ま
し
た
。

檜ひ

わ

だ

ぶ

き

皮
葺

古
来
か
ら
伝
わ
る
屋
根
葺
き
技
法

　

市
の
伝
統
工
芸
で
あ
る
檜
皮
葺
は
、
京
都
の
清
水

寺
や
長
野
の
善
光
寺
な
ど
、
主
に
全
国
の
国
宝
や
重

要
文
化
財
な
ど
に
用
い
ら
れ
る
屋
根
葺
き
の
技
法
で

す
。
１
３
０
０
年
以
上
の
長
い
歴
史
が
あ
り
、
特
に

山
南
地
域
で
、
約
２
０
０
年
前
か
ら
現
在
に
至
る
ま

で
そ
の
技
が
受
け
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。
光
沢
を
帯

び
た
こ
げ
茶
色
の
優
美
な
屋
根
は
、
日
本
の
文
化
財

建
造
物
の
象
徴
で
あ
り
、
ま
た
湿
気
の
多
い
日
本
の

風
土
に
合
っ
た
自
然
素
材
の
屋
根
な
の
で
す
。

黒く
ろ
せ
が
わ

背
皮
の
産
地
・
丹
波
市

　

丹
波
地
方
の
山
々
で
採
取
さ
れ
る
檜
皮
は「
黒
背
皮
」

と
呼
ば
れ
、
丈
夫
で
し
な
や
か
な
性
質
が
、
全
国
各
地

で
重
宝
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
都
の
あ
っ
た
京
都
に

近
い
土
地
柄
か
ら
、
国
内
を
代
表
す
る
伝
承
地
域
と
し

て
、
優
れ
た
職
人
を
輩
出
し
て
き
ま
し
た
。

職
人
に
よ
る
匠
の
技
で
挑
む

　　

檜
皮
葺
は
檜
の
皮
を
剥
ぐ
「
原も

と
か
わ
し

皮
師
」、
屋
根
を

葺
く
「
葺ふ

き

し師
」、
檜
皮
を
屋
根
に
と
め
る
た
め
の
竹

釘
を
作
る
「
竹た

け
く
ぎ
し

釘
師
」
と
い
う
３
つ
の
分
野
の
職
人

に
よ
っ
て
作
ら
れ
ま
す
。
現
在
、
市
内
で
檜
皮
に
携

わ
る
職
人
は
約
40
人
。
そ
れ
ぞ
れ
の
工
程
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の
職
人
が
匠
の
技
で
挑
み
ま
す
。

竹釘

檜皮葺
主な作業工程

①檜から皮を
剥ぐ

②檜皮をさま
ざまな寸法に
整形する

③竹釘を使っ
て屋根を葺く

柏原八幡神社 本殿

優
美
さ
と
力
強
さ
と

①
②

③

高座神社 本殿
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株式会社 村上社寺工芸社
村上英明さん

見
る
人
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
屋
根
を

　　

文
化
財
は
、
昔
の
形
を
忠
実
に
復
元
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
曲
線
の

美
し
さ
と
力
強
さ
の
両
面
を
備
え
て
い
る
こ

と
が
檜
皮
葺
の
特
長
で
す
。
こ
れ
ま
で
多
く

の
社
寺
の
屋
根
を
葺
い
て
き
ま
し
た
が
、
ど

ん
な
社
寺
で
も
、
下
か
ら
屋
根
を
眺
め
た
と

き
に
「
い
い
な
ぁ
」
と
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ

う
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

研
修
を
通
じ
て
技
術
を
伝
え
る

　

文
化
財
建
築
な
ど
の
屋
根
工
事
の
技
術
を

保
存
す
る
た
め
に
組
織
さ
れ
た
「
全
国
社
寺

等
屋
根
工
事
技
術
保
存
会
」
に
は
、
全
国
で

２
３
０
人
ほ
ど
が
加
入
し
、
研
修
な
ど
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
一
度
伝
統
が
途
切
れ
て

し
ま
う
と
、
職
人
の
育
成
に
は
30
～
40
年
も

か
か
り
ま
す
。
職
人
が
よ
り
継
続
的
・
安
定

的
に
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に

も
、
技
術
を
伝
え
な
が
ら
若
い
人
を
育
て
、

仕
事
場
を
確
保
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
地
域
ぐ
る
み
で
保
存
・
活
用
を

　

重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
建
造
物
は
国
か

ら
の
依
頼
で
修
復
で
き
ま
す
が
、
修
復
費
用
が

か
さ
む
た
め
、
未
指
定
の
建
造
物
は
放
置
さ
れ

て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
古
い
建
物
を
ど
の
よ

う
に
活
用
し
、
保
存
す
る
の
か
、
地
域
ぐ
る
み

で
考
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

株式会社 友井社寺
友井辰哉さん

重
要
文
化
財
の
屋
根
を
葺
く

　　

檜ひ

わ

だ皮
の
採
取
か
ら
材
料
の
準
備
、
屋
根
を

葺
く
作
業
ま
で
を
一
連
で
請
け
負
う
の
が
山

南
町
上
久
下
地
域
で
創
業
し
た
村
上
社
寺
工

芸
社
で
す
。
14
人
の
職
人
が
年
間
３
～
５
カ

所
の
現
場
で
、
重
要
文
化
財
な
ど
の
補
修
に

当
た
り
ま
す
。
全
国
各
地
の
現
場
に
出
向
き
、

数
年
か
け
て
屋
根
を
仕
上
げ
て
い
き
ま
す
。

昔
か
ら
変
わ
ら
な
い
方
法
で

　

屋
根
を
葺
く
の
に
必
要
な
道
具
は
と
て
も

少
な
く
、
主
に
「
屋
根
金か

な

」
と
呼
ば
れ
る
金

槌
と
、「
手ち

ょ
う
な斧
」
と
呼
ば
れ
る
お
の
を
使
い
ま

す
。
建
築
当
時
と
同
じ
方
法
で
、
成
形
さ
れ

た
檜
皮
を
屋
根
の
枠
組
み
に
沿
っ
て
丁
寧
に

並
べ
、
口
に
含
ん
だ
「
竹
釘
」
を
１
本
ず
つ

取
り
出
し
て
打
ち
込
み
ま
す
。
屋
根
の
厚
み

が
10
㎝
ほ
ど
に
な
る
の
で
、
接
着
剤
な
ど
を

使
わ
な
く
て
も
、
30
～
40
年
は
そ
の
屋
根
を

維
持
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

伝統の技で屋根を美しく葺きあげる

1_ 並べた檜皮を竹
釘でとめる。曲線
部分は特に技術を
要する
2_ 使う道 具 は 屋
根金と手斧
3_ 何層にも積み重
ね、雨漏りを防ぐ

京
都
・
清
水
寺
で
実
演
も

　　

１
８
６
１
年
に
創
業
し
た
友
井
社
寺
は
、

市
内
で
一
番
長
い
歴
史
の
あ
る
屋
根
工
事
業

者
で
す
。
檜
皮
葺
の
ほ
か
、
薄
い
板
で
葺
く

柿こ
け
ら

葺
や
茅
葺
な
ど
も
手
が
け
て
お
り
、
総
合

的
に
文
化
財
建
築
に
携
わ
り
ま
す
。
職
人
の

数
は
減
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
京
都
の
清
水

寺
で
実
演
を
す
る
な
ど
、
檜
皮
葺
の
技
術
を

広
め
る
活
動
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

熟
練
の
技
で
檜
皮
を
整
形

　　

檜
皮
で
屋
根
を
葺
く
た
め
に
は
、
採
取
し
た

原も
と
か
わ皮
を
一
定
の
厚
み
・
長
さ
の
台
形
に
整
え
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
複
数
の
檜
皮
を
重
ね
、
檜

皮
包
丁
の
先
で
コ
ツ
コ
ツ
と
た
た
い
て
上
下
の

皮
を
と
じ
、
１
枚
の
形
を
作
り
ま
す
。
一
見
簡

単
そ
う
に
見
え
ま
す
が
、
力
加
減
が
難
し
く
、

熟
練
の
域
に
達
す
る
に
は
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

檜皮葺の伝統技術を守り継ぐ

1_ 複数枚の檜皮を使
って、台形に整える　
2_ 檜皮葺で作られた
柏原藩陣屋跡の表御
殿玄関

匠
の
技

4_ 葺き終えたば
かりのたつの市
の賀茂神社拝殿
5_ 枠 組 み には
令和元年度の補
修であるとわか
るように焼印を
押 す　6_ 滑 ら
かな曲線を描く

１ ２ ３

４ ５ ６

１ ２
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立
木
に
登
っ
て
皮
を
剥
ぐ

　　

立
木
か
ら
檜
の
樹
皮
を
剥
ぐ
職
人
を

「
原も

と
か
わ
し

皮
師
」
と
呼
び
ま
す
。
下
か
ら
木

べ
ら
で
め
く
り
上
げ
な
が
ら
皮
だ
け
を

剥
ぎ
取
っ
て
い
く
た
め
、
木
が
枯
れ
て

し
ま
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
振ぶ

り

縄
」
と
い
う
縄
を
木
に
か
け
、
バ
ラ
ン

ス
を
と
り
な
が
ら
、
時
に
は
20
ｍ
以
上

も
登
っ
て
檜
皮
を
採
取
し
ま
す
。

手
に
伝
わ
る
感
覚
を
大
切
に

　

檜ひ

わ

だ皮
は
樹
齢
80
年
以
上
の
木
で
、
10

年
に
１
回
採
取
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
10
年
後
も
剥
か
せ
て
も
ら
い
た
い

の
で
、
木
を
傷
つ
け
な
い
こ
と
を
第
一

に
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
木
が

成
長
す
る
５
～
７
月
の
採
取
を
避
け
、

最
大
限
そ
の
木
を
生
か
せ
る
よ
う
木
の

状
態
を
観
察
し
、
木
べ
ら
か
ら
伝
わ
る

檜皮採取で文化財建築を支える

株式会社大野檜皮工業
大野浩二さん感

覚
を
大
切
に
剥
い
て
い
き
ま
す
。

選
定
保
存
技
術
保
持
者
に
認
定

　　

平
成
26
年
に
、
文
化
庁
か
ら
、
檜
皮

採
取
で
は
国
内
唯
一
の
選
定
保
存
技
術

保
持
者
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
檜
皮
葺

は
材
料
の
質
が
耐
久
年
数
に
大
き
く
影

響
し
ま
す
。
自
然
の
も
の
を
、
人
の
手

仕
事
で
ど
う
使
い
や
す
く
す
る
か
、
全

国
に
50
人
ほ
ど
い
る
原
皮
師
の
指
導
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　

丹
波
産
の
「
黒く

ろ
せ
が
わ

背
皮
」
は
、
光
沢
と

粘
り
気
が
あ
り
、
耐
久
性
が
良
い
高
級

品
で
す
。
し
か
し
、
大
体
の
木
は
80
年

で
伐
採
さ
れ
る
た
め
、
木
を
残
し
て
も

ら
う
こ
と
も
大
切
で
す
。
丹
波
市
の
職

人
が
日
本
の
文
化
財
建
築
を
支
え
て
い

る
と
い
う
自
負
を
持
っ
て
、
生
涯
現
役

を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

有限会社 石塚商店
石塚直幸さん

国
内
唯
一
の
竹
釘
製
造

　　

屋
根
工
事
業
者
が
自
前
で
作
っ
て
い

た
檜
皮
葺
に
使
う
竹
釘
を
、
専
門
的
に
作

る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
「
竹
釘
師
」
で
す
。

昔
は
数
軒
の
竹
釘
商
店
が
あ
り
ま
し
た

が
、
現
在
、
竹
釘
を
製
造
し
て
い
る
会
社

は
、
日
本
で
唯
一
こ
こ
だ
け
で
す
。
檜
皮

葺
で
は
、
一
坪
に
約
３
５
０
０
本
の
竹
釘

が
必
要
で
す
。
石
塚
商
店
で
は
、
全
国
か

ら
発
注
を
受
け
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
長
さ
の

竹
釘
を
製
造
し
て
い
ま
す
。

焙
煎
す
る
と
木
に
も
刺
さ
る
固
さ
に

　

繊
維
が
細
か
く
強
い
、
竹
の
皮
か
ら

２
～
３
mm
を
使
っ
て
竹
釘
を
作
り
ま
す
。

水
分
を
含
ん
だ
ま
ま
だ
と
折
れ
て
し
ま

う
の
で
、
乾
燥
さ
せ
て
、
最
後
に
大
鍋

で
炒
る
と
、
木
に
も
刺
さ
る
固
さ
に
な

り
、
長
持
ち
し
ま
す
。

　

竹
釘
の
寿
命
は
長
く
、
最
大
で
約
60

年
間
傷
み
ま
せ
ん
。
自
分
の
仕
事
が
長

く
残
る
の
で
、
立
派
な
建
物
に
使
わ
れ

て
い
る
の
を
見
る
と
、
身
が
引
き
締
ま

る
思
い
で
す
。

小
学
生
が
檜
皮
葺
を
体
験

　　

檜
皮
葺
の
関
係
者
は
、
25
年
ほ
ど
前

か
ら
、
地
元
の
上
久
下
小
学
校
の
４
～

６
年
生
に
、
檜
皮
葺
に
つ
い
て
の
授
業

を
し
て
い
ま
す
。
１
年
に
１
回
、
檜
皮

の
採
取
・
整
形
・
葺
き
の
中
か
ら
１
つ

の
工
程
を
体
験
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、

地
域
の
産
業
に
親
し
み
を
持
っ
て
も
ら

う
こ
と
が
ね
ら
い
で
す
。
ま
た
、
地
域

の
イ
ベ
ン
ト
や
、
市
内
外
の
講
演
会
に

も
積
極
的
に
参
加
し
、
檜
皮
葺
を
知
っ

て
も
ら
う
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

世
界
に
広
が
る
檜
皮
の
技

　　

来
年
秋
に
、
檜
皮
葺
な
ど
の
文
化
財

建
造
の
技
術
が
、
ユ
ネ
ス
コ
の
無
形
文

化
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
見
通
し
で
す
。

茅
葺
は
外
国
に
も
あ
り
ま
す
が
、
檜
皮

葺
は
日
本
特
有
の
技
術
で
、
今
後
世
界

か
ら
の
注
目
度
も
高
ま
っ
て
い
く
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

ま
ず
は
柏
原
八
幡
神
社
、高た

か
く
ら座
神
社
、

柏
原
藩
陣
屋
跡
な
ど
、
市
内
に
あ
る
す

ば
ら
し
い
文
化
財
を
見
に
来
て
く
だ
さ

い
。
日
本
の
伝
統
建
築
を
支
え
る
職
人

の
技
が
、
こ
ん
な
に
身
近
に
あ
っ
た
こ

と
に
驚
か
れ
る
で
し
ょ
う
。
丹
波
市
の

誇
る
伝
統
工
芸
が
、
今
後
世
界
に
広
が

っ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

素
材
を
生
か
す

地
域
と
と
も
に
歩
む

檜
皮
葺
の
未
来

総
合
政
策
課
（
氷
上
庁
舎
内
）
☎
82

‐
０
９
１
６

問
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○
大
賞

■
低
学
年
の
部

小
林
海か

い

り俐
さ
ん
（
中
央
小
２
年
）

『
虫
の
ひ
ょ
う
ほ
ん
』

■
高
学
年
の
部

木
戸
夢ゆ

め

か花
さ
ん
（
和
田
小
６
年
）

『
ク
ワ
ガ
タ
』

○
優
秀
賞

■
低
学
年
の
部

中
林
愛ま

な奈
さ
ん
（
崇
広
小
２
年
）

徳
田
彪あ

や

と斗
さ
ん
（
崇
広
小
３
年
）

上
島
り
の
さ
ん
（
東
小
３
年
）

■
高
学
年
の
部

吉
見
心み

な那
さ
ん
（
三
輪
小
６
年
）

中
鶴
桃も

も

さ
ん
（
中
央
小
４
年
）

細
見
駿し

ゅ
ん

さ
ん
（
崇
広
小
６
年
）

○
特
別
賞

■
低
学
年
の
部

中
西
美み

ゆ結
さ
ん
（
上
久
下
小
１
年
）

板
倉
直な

お
た
ろ
う

太
朗
さ
ん
（
中
央
小
３
年
）

中
鶴
碧あ

お
い

さ
ん
（
中
央
小
２
年
）

中
野
大た

い

し志
さ
ん
（
新
井
小
３
年
）

今
村
結ゆ

づ

き月
さ
ん
（
西
小
１
年
）

■
高
学
年
の
部

石
正
悠ゆ

う
し
ん真
さ
ん
（
和
田
小
４
年
）

荻
野
那な

つ

き月
さ
ん
（
船
城
小
４
年
）

浅
場
翔し

ょ
う
ま舞
さ
ん
（
小
川
小
６
年
）

荻
野
花か

り

ん林
さ
ん
（
西
小
６
年
）

杉
上
泰た

い
す
け右
さ
ん
（
西
小
４
年
）

写
真
は
低
学
年
の
部
で
大
賞
を
受
賞
し

た
小
林
海
俐
さ
ん

　参議院議員通常選挙とは、参議院議員の半数
を選ぶための選挙です。参議院は衆議院と違い、
解散がありませんので、常に６年の任期満了に
より行われます。ただし、参議院議員は３年
ごとに半数が入れ替わるよう定められているた

め、３年に１回、定数の半分を
選ぶことになります。
　参議院議員の定数は 248 人で、
100 人が比例代表選出議員、148
人が選挙区選出議員です。次回
は令和４年７月 25 日の任期満了
に伴い、執行される予定です。

選挙コラム

参議院議員通常選挙とは
問 選挙管理委員会（氷上庁舎総務課内）
☎ 82‐1002

H P

ポスターは、平成 30 年度明るい選
挙啓発ポスターコンクールの応募作
品です。

　「あなたが主役、わたしが主役」を合言葉に、
女性たちがつながり、次のステップに踏み出す
きっかけとなる交流カフェを開催します。「今の
やり方でいいのか不安で迷っている」「自分軸を
見直したい」「新しいことを始めたい」と思って
いる人はぜひ参加ください。同じ思いを持った
参加者同士、一緒に歩む仲間を作りませんか。

■とき /12 月 15 日（日）午後１時 30 分～３時
30 分
■ところ / 市民プラザ　会議室
■内容 / 第１部：講演会　第２部：
交流タイム
■講師 /（一社）リベルタ学舎代表
理事・兵庫県広報官　湯川カナさん
■定員 / 先着 30 人
■託児 /12 月５日までに要予約
■参加費 /500 円（お茶菓子代）

たんばの女性  “W
ワ ク

aku × D
ド キ

oki”

交流カフェの参加者募集
問　　 男女共同参画センター（市民プラザ内）

☎ 82‐8684

H P

申

清水桜
さ き

姫さん
（黒井小学校３年）

※応募時
湯川カナさん

　

10
月
20
日
、
丹
波
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
で
、
た
ん
ば
エ
コ
フ
ェ
ス
タ
を
開
催
し

ま
し
た
。
ご
み
の
減
量
化
、
資
源
化
を
テ

ー
マ
に
、
家
庭
の
不
用
品
を
持
ち
寄
っ
た

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
再
生
品
抽
選
会
な

ど
が
行
わ
れ
、
約
３
０
０
人
の
来
場
者
で

賑
わ
い
ま
し
た
。

　

エ
コ
フ
ェ
ス
タ
で
は
、
小
学
生
対
象
の

「
リ
サ
イ
ク
ル
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
工
作

コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
者
の
表
彰
も
行
わ

れ
ま
し
た
。
入
賞
作
品
お
よ
び
応
募
作
品

は
、
12
月
27
日
（
金
）
ま
で
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
で
展
示
し
ま
す
。

　 環境課（丹波市クリーンセンター内）
☎ 78‐9999　　
問

工
作
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
発
表

ごみの減量をめざして
たんばエコフェスタを
開催！

H P

　小・中学生を対象に、犯罪や非行のない社会づ
くりをテーマに、作文を募集しました。入賞者を
発表します。

■応募人数 / 338 人
■優秀賞
○小学生の部
齋藤翼

つばさ

さん（上久下小６年）「犯罪や非行をなく
すためにできること」　梅垣花

は な

菜さん（南小６年）
「社会を明るくするために」　谷垣亜

あ み

美さん（北小
６年）「今の自分にできること」
○中学生の部　原田ももこさん（山南中２年）「つ
ながることの大切さ」

社会を明るくする運動作文コンテスト

地区予選入賞者発表 H P

　人権啓発センター ( 氷上住民センター内 )
☎ 82‐0242　　
問

　第 39 回「全国中学生人権作文コンテスト」
兵庫県大会丹波地域（丹波市・丹波篠山市）予
選の市内の入賞者を発表します。

■内容 / 基本的人権の重要性・必要性について、
日々の生活の中での体験や考えたこと。
■応募総数 /12 校：2,524 編※丹波篠山市も含む
■市内入賞者
○最優秀賞
宮本莉

り え

絵さん（柏原中３年）題：『笑顔の花』
を私が咲かせる
○優秀賞

氏名（学校） 題
植山春

は る な

菜さん
（和田中２年）

傍観者が変えていく

高階朱
あ か り

里さん
（和田中３年）

十四歳が考える、子供の幸せ

松原史
し お り

織さん
（山南中３年）

平等な社会のための第一歩

足立澪
み お ね

音さん
（青垣中２年）

優しさ

岩間愛
あ お い

生さん
（氷上中２年）

社会の国際化にともなう人権問題
や外国人の人権について

有田理
り さ こ

沙子さん
( 氷上中３年）

男女平等な社会をめざして

三宅百
も も ね

音さん
( 氷上中１年）

ノーマライゼーションの定着を

下田心
こ こ な

奈さん
（氷上中３年）

『LGBT』はなぜ受け入れられない
のか

青木陽
ひ な の

菜乃さん
（柏原中３年）

経験して分かったこと

中学生人権作文コンテスト

地区予選入賞者発表
問　人権啓発センター ( 氷上住民センター内 )
☎ 82‐0242　　

　最近、民家近くでクマの目撃情報が多数寄せら
れています。冬眠前のクマは夕方から早朝の間、
食べ物を求めて民家周辺に出没する可能性が高
いため、外出の際には十分注意してください。ク
マを目撃した場合は、農業振興課または丹波警察
署まで連絡してください。

■クマを民家に近づけないために
①柿は早めに収穫し、収穫しない木は伐採する。
②必要に応じて木の根元にトタンを巻くか、電気
柵で囲む。③収穫後の農産物、家庭ごみは野外に
放置しない。

柿は早めに収穫を

ツキノワグマに注意
H P

　農業振興課 ( 春日庁舎内 ) ☎ 88‐5028　　問

NHK 神戸放送局「新兵庫史を歩く」

収録参加者を募集 H P

　　 総務課（氷上庁舎内）☎ 82‐1002

　丹波市制施行 15 周年を記念して、NHK 神戸
放送局主催のテレビ番組「新兵庫史を歩く」の
収録を行います。赤井直正が信仰した兵

ひ ょ う ず

主神社
などの黒井城下町を、園田学園女子大学名誉教
授で歴史家の田辺眞人さんと巡り、その様子が
テレビ放映されます。

■とき / 令和２年３月７日（土）午前９時～午
後５時の予定。※荒天の場合は３月８日に延期。
■集合場所 / JR 黒井駅前
■申込方法 / 私製を除く、郵便往復はがきに氏名・
住所など必要事項を記入し、送付してください。
■申込期限 / 令和２年２月７日（金）
■申込み・問い合わせ先 / 〒 650‐8515　NHK
神戸放送局「新兵庫史を歩く」係　☎ 078‐252

‐5000 ※平日午前９時 30 分～午後６時受付。
詳細は NHK ホームページをご確認く
ださい。

問

NHK ホームページ→
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　年末年始が近づき、忘年会や新年会など、宴
会が増える季節になりました。「30・10（さん
まるいちまる）運動」は、宴会の最初の 30 分
間と最後の 10 分間は席に座って料理を楽しみ
ましょうと呼びかけて、食べ残しや食品ロスを

削減する運動です。
　宴会では、司会者が開会時や閉会前に 30・10
運動をアナウンスする、注文の際には適量を注文
し、食べ残しや飲み残しを
減らすなど、「もったいな
い」を心がけ、参加者同士
の会話はもちろん、料理や
お酒も楽しみましょう。

エコ・コラム

30・10 運動に取り組もう！
問 環境課（氷上庁舎内）
☎ 82‐1290

H P

国民健康保険に加入の皆さんへ

特定健康診査を受けましょう
H P

 問 健康課 ( 健康センターミルネ内 ) ☎ 88‐5750

　国民健康保険加入者の 40 歳から 74 歳の人に、
「特定健康診査受診券」を郵送しています。年に

一度の特定健診で、あなたの健康状態を確かめま
しょう。

■対象 / 令和２年３月 31 日現在で 40 歳～ 74 歳
の国民健康保険加入者で、令和元年度特定健診を
まだ受診していない人
■健診機関 / ミルネ健診センター・大塚病院
■有効期限 / 令和２年２月 29 日（土）※健診機関
に直接申し込んでください。有効期限内でも、定
員に達した場合は受診できないことがあります。

　野焼きによる廃棄物の焼却は、法律で禁止され
ており、行政指導または警察による検挙の対象に
なります。
　また、一部例外として認められている焼却行為
でも、煙や悪臭などで周囲から苦情が出た場合
は、消火をお願いしています。
　最近、野焼きによる通報が多くなっています。
家庭ごみや、庭木を伐採した際の枝木、草などは
燃やさずに市のごみ袋で出すか、大量の場合は市
クリーンセンターに持ち込んでください。※山南
地域は丹波篠山市清掃センター持ち込み。

ご協力ください

野焼きは禁止です
問　 環境課（氷上庁舎内）☎ 82‐1290

H P

30・10 運動啓発コースター

　恐竜研究の第一線で世界的に活躍されている、
北海道大学総合博物館副館長の小林快次先生を
迎えた基調講演「むかわ竜の最新研究」をはじめ、
講演会やパネルディスカッションを実施します。
そのほか、楽しさ盛りだくさんのイベントも開
催します。

■とき /12 月１日（日）午前 10 時～午後４時
■ところ / 丹波竜化石工房ちーたんの館・山南支
所周辺
■講演会・パネルディスカッションのテーマ
むかわ竜など北海道から九州までの各地域での恐
竜化石の発見史とその研究・活用事例について
■イベント
恐竜ふわふわ風船、動く恐竜ロボットの展示、恐
竜バルーンアート、丹波のグルメ屋台、化石発
掘体験、ちーたんや恐竜のワークショップなど

丹波竜フェスタ 2019 開催！

「日本の恐竜を語る！」
問　 恐竜課（丹波竜化石工房ちーたんの館内）
☎ 77‐1887

H P

　ごみの収集とクリーンセンターへの搬入、お
よびし尿くみ取りの年末年始の営業について案
内します。

◇ごみ収集・搬入について
　年末年始のごみ収集日程は「平成 31 年度ご
み分別・収集カレンダー」で確認ください。
　年内最後の直接搬入日は 12 月 29 日（日）で
す。最終日は地域ごとの曜日指定はありません。
全地域持ち込みができます。年始は 1 月６日

（月）から搬入を受け付けます。

◇し尿くみ取りについて
　年末は 12 月 13 日（金）まで、年始は 1 月６
日（月）から申し込みを受け付けます。12 月は、
し尿くみ取りの申し込みが増え、混み合うこと
が予想されます。余裕をもって、くみ取り業者
に直接申し込んでください。

■くみ取り業者
柏原地域：（有）カワモト  ☎ 72‐0429
氷上・青垣地域：（株）太陽  ☎ 82‐4576
春日・市島地域：（株）ケイ・エス  ☎ 85‐2117
山南地域：荒川清掃（株）  ☎ 76‐2336

　環境課（丹波市クリーンセンター内）
☎ 78‐9999　　

H P

問

H Pコンサート＆ミュージカル

ライフピア DE クリスマス
問　　 文化・スポーツ課 ( 春日文化ホール内 )

☎ 74‐1050

　日本のマラソンの発祥と言われる史実「安
あ ん せ い

政
遠
と お あ し

足」を題材とした幕末エンタテインメント映
画「サムライマラソン」を上映します。

申

H P大ヒット作品を上映

クリスマス映画会
問　 文化・スポーツ課 ( 春日文化ホール内 )
☎ 74‐1050

■とき /12 月 21 日（土）開演：午後２時～
開場：午後 1 時 30 分　
■ところ / ライフピアいちじま　大ホール
■出演 / クッキーズスペシャル　
■内容 / １部：歌はともだちクリスマスコンサート
２部：ミュージカル「おおかみとおとぎの森の仲
間たち」
■入場料 /500 円※当日 600 円、全席自由、３才
以上有料。３才未満でも座席が必要な場合は有料
■プレゼント券 / 男の子用・女の子用各 500 円
※購入は 12 月 11 日（水）午後５時まで
■チケット / 春日文化ホール・各住民センター・
ローソンチケットなどで販売中。

ごみの収集・搬入とし尿くみ取り

年末年始の営業案内

 © “SAMURAI MARATHON 1855” Film Partners　

■とき /12 月 22 日（日）午後２時～
■ところ / 春日文化ホール
■作品 /「サムライマラソン」上映時間：106
分　出演：佐藤健・小松菜奈・森山未来・染谷
翔太ほか
■定員 / 先着 500 人※整理券の発行なし
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経歴：大阪府富田林市出身。商社で鉄鋼
製品の営業に従事した後、半農半公の地
域おこし協力隊２期生として農業に取り
組む。任期：平成 29 年４月～

丹 波 市

地域おこし

協 力 隊

 vol.35宮
み や ひ が し

東 典
の り ま さ

正さん　
農業を学び、新たな担い手となる

ケント市長・オー
バン市長来丹

市長コラム

丹波語り

　こんにちは。平成 29 年４月に、地域おこ
し協力隊として西宮市から家族で移住してき
た宮東です。任期３年のうち２年半が過ぎ、
残りは約半年になりました。
　研修１年目は、視野を広げるため、市内の
農家で様々な作物の勉強をしました。２年目
以降は、現在居住している地域の農家にお世
話になり、品種を絞って米や野菜の栽培を勉
強しています。
　天候・立地条件・土質によって生育状況が
大きく変わるため、農業は基本的に１年に１
回の勝負です。農業経験ゼロから少しずつ農
業知識や経験は増えていますが、自然災害や
獣害に遭うこともあり、農業は経験値が物を
いう業種だと身に染みて感じています。だか

地域おこし協力隊の活動を報告します

　

今
年
10
月
、
姉
妹
都
市
提
携
し
て

い
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ワ
シ
ン
ト
ン

州
の
ケ
ン
ト
市
長
・
オ
ー
バ
ン
市
長

が
来
丹
さ
れ
ま
し
た
。
お
二
人
と
も

女
性
で
す
。

　

私
は
お
別
れ
会
の
時
に
思
い
切
っ

て
尋
ね
ま
し
た
。「
ア
メ
リ
カ
で
は

女
性
の
市
長
さ
ん
は
多
い
の
で
す

か
？
」
す
る
と
「
ワ
シ
ン
ト
ン
州
で

は
約
30
％
が
女
性
で
す
」
と
答
え
ら

れ
ま
し
た
。

　

私
は
驚
き
ま
し
た
。
日
本
で
は
全

国
で
女
性
市
長
の
割
合
は
、
わ
ず
か

3
％
程
度
で
す
か
ら
。
そ
こ
で
再
び

質
問
し
ま
し
た
。「
あ
な
た
は
ど
の

よ
う
に
し
て
ガ
ラ
ス
の
天
井
を
突
破

し
た
の
で
す
か
？
」

　

こ
の
問
い
の
「
ガ
ラ
ス
の
天
井
」

と
は
、
一
見
飛
び
上
が
れ
そ
う
な
の

に
、
頭
の
上
に
透
明
な
ガ
ラ
ス
の
壁

が
あ
っ
て
ジ
ャ
ン
プ
を
阻
ん
で
い
る

状
態
の
例
え
で
す
。
ア
メ
リ
カ
の
大

統
領
選
挙
に
挑
戦
し
て
、
苦
杯
を
な

め
た
ヒ
ラ
リ
ー
ク
リ
ン
ト
ン
女
史
が

し
ば
し
ば
口
に
し
た
言
葉
で
し
た
。

　

ケ
ン
ト
市
長
は
言
い
ま
し
た
。「
目

の
前
に
為
さ
ね
ば
な
ら
な
い
課
題
が

山
積
し
て
い
る
の
に
、
男
の
仕
事
だ

と
か
、
女
の
仕
事
だ
と
か
言
っ
て
い

る
場
合
で
は
な
い
で
し
ょ
う
？
一
人

の
市
民
と
し
て
全
力
で
立
ち
向
か
お

う
と
思
っ
た
だ
け
で
す
。」

　

実
に
明
快
な
胸
の
す
く
答
弁
に
、

私
は
す
っ
か
り
納
得
し
ま
し
た
。
確

か
に
お
国
柄
の
違
い
は
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
ケ
ン
ト
市
長
の
お
っ

し
ゃ
る
時
代
が
近
い
う
ち
に
日
本
に

も
到
来
す
る
予
感
が
し
て
い
ま
す
。

らこそ、半農半公として 3 年間の研修期間を
いただけたことを感謝しています。
　あと半年で農業者として自立する立場とな
り、厳しい状況が待ち構えていると思います。
しかし３年間の研修経験を生かし、また地域
の方にもお世話になりながら、一人前の農業
者になれるよう
頑張っていきた
いと思います。
今後ともよろし
くお願いいたし
ます！

稲刈りをする宮東隊員

ケント市のラルフ市長（左）、オーバン
市のバッカス市長（中央）

　平成 18 年６月１日から、一般住宅に住宅用火
災警報器の設置が義務付けられ、13 年が経ちま
す。火災のときに正常に作動するよう、月に１
回は手入れや点検を行いましょう。

■設置が必要な場所 / 各寝室※２階または３階に
寝室がある場合は階段にも設置が必要
■点検方法
①ひもを引く、ボタンを押すなどして、警報器
が鳴るか確認する。②ほこりや小さな虫などは
誤作動の原因になるため、汚れが目立つ場合は、
家庭用の中性洗剤を浸して十分絞った布で軽く
ふき取る※故障の原因になるため、水洗いはし
ないでください。
■使用期限 / 設置から約 10 年を目安に本体ごと
取り替える
■そのほか / 悪質な訪問販売に注意してくださ
い。消防署や市町村が直接住宅用火災警報器な
どを訪問販売することはありません。

設置・点検してください

住宅用火災警報器
問 予防課（消防本部内）☎ 72‐2255

H P

　県が指定する市内の登録事業者に耐震診断を
依頼した場合、耐震診断費用の一部または全額
を補助します。調査は市が派遣した簡易耐震診
断員が行い、診断後に、耐震性の評価報告書を
渡します。

■対象者 / 市内にある住宅の所有者
■対象の住宅 / 昭和 56 年５月 31 日以前に着工
された住宅
■補助金額
木造戸建て住宅の場合：診断費用の全額　
それ以外の住宅の場合：診断費用の 10 分の９
■申請方法 / 住まいづくり課に設置またはホーム
ページに掲載の申込書を提出
■申請期限 /12 月 27 日（金）
詳細は住まいづくり課に問い合わせてください。

住宅の耐震診断費用を

一部または全額補助します

H P

申

■補助対象ブロック塀 / 補強コンクリートブロ
ック造の塀、レンガ・石造など組積造の塀およ
び万年塀などで、次のいずれにも該当するもの
①市内に設置されたもの
②個人住宅または介護保険施設や障がい者支援
施設などの社会福祉施設に付属するもの
③通学路などを含む、一般の通行の用に供する
道に面しているもの
④高さ 60cm 以上のもので、建築基準法上の基
準に適合しないものや、危険な状態のもの
■補助対象経費 / 危険ブロック塀の撤去にかか
る費用※１㎡あたり１万円を上限とする
■補助金額 / 撤去費用の３分の２　※上限　個
人住宅：20 万円、社会福祉施設：160 万円
■申請期限 /12 月 27 日（金）※翌年１月 31 日
までに撤去工事が完了するものに限る
■そのほか / 撤去工事着手前に申請が必要です。
詳細は住まいづくり課に問い合わせてください。

危険ブロック塀の撤去に

20 万円を補助します
問住まいづくり課（春日庁舎内）☎ 88‐5039

H P

申問住まいづくり課（春日庁舎内）☎ 88‐5039

　　 新産業創造課（春日庁舎内）☎ 74‐1464

　対象者限定で、令和２年３月 31 日まで利用
できるプレミアム付商品券を販売しています。
商品券の購入対象者のうち、平成 31 年度住民
税が非課税の人は、プレミアム付商品券購入引
換券交付申請が必要です。購入を希望される場
合は、早めに申請してください。

■申請が必要な購入対象者 / 平成 31 年度住民
税非課税者※住民税非課税者と生計同一の配偶
者・被扶養親族・生活保護被保護者などを除く
■申請方法 / 対象者に送付済みの「プレミアム
付商品券購入引換券交付申請書」を同封の返信
用封筒に入れて新産業創造課に郵送
■申請期限 / 令和２年２月 28 日（金）

プレミアム付商品券

申請はお早めに
H P

申問

特
集
：
檜
皮
葺

特
集
：
檜
皮
葺

特
集
：
檜
皮
葺

市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ
市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ
市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

市
長
コ
ラ
ム
ほ
か

情
報
ひ
ろ
ば

お
知
ら
せ
・
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・
イ
ベ
ン
ト
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ろ
ば

相
談
・
コ
ラ
ム

図

書

館

健
康
生
活
は
ぴ
た
ん

戸
籍
の
ま
ど
ま
ち
と
ぴ
ケ
ン
ト
市
長
・
オ
ー

バ
ン
市
長
来
丹



情  報  ひ  ろ  ば
nfomation  box!

15　　 ２019.11 たんば 2019.11 たんば　　　14

年
越
し
「
そ
ば
打
ち
教
室
」

■
と
き
／
12
月
21
日
（
土
） 

午
後

１
時
30
分
～
４
時

■
と
こ
ろ
／ 

氷
上
文
化
セ
ン
タ
ー

■
定
員
／ 

先
着
20
人 

■
参
加
費
／
１
，
０
０
０
円

■
持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

■
申
込
期
限
／
12
月
13
日
（
金
）

　
　

氷
上
文
化
セ
ン
タ
ー
☎
82-

１
０
６
４　

82-

４
０
８
６
、

七
日
市
会
館
☎ 

74-

２
３
１
０

　

74-

２
３
１
０

１
日
（
日
）
竹
田
淑
恵
（
内    

科
）

8
日
（
日
）
安
井
不
二
男
（
心
療
内
科
）

15
日
（
日
）
丹
羽
正
夫
（
耳
鼻
咽
喉
科
）

22
日
（
日
）
中
川
泰
樹
（
内　

科
）

29
日
（
日
）
長
澤　

進
（
内　

科
）

31
日
（
火
）
宮
崎
直
之
（
外　

科
）

■
受
付
時
間
／
午
前
８
時
30
分

～
11
時
30
分  

午
後
１
時
～
４
時

30
分

■
場
所
／
健
康
セ
ン
タ
ー
ミ

ル
ネ
（
丹
波
市
氷
上
町
石
生

２
０
５
９
‐
５
）

※
来
院
前
に
必
ず
電
話
し
て
く

だ
さ
い
。
☎
88
‐
５
８
０
０

じ
ん
け
ん
標
語
＆
人
権
パ

ネ
ル
展

小
・
中
学
生
の
じ
ん
け
ん
標
語

の
優
秀
作
品
と
、
男
女
共
同
参

画
に
ま
つ
わ
る
様
々
な
問
題

を
、
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
イ
ラ

ス
ト
で
表
現
し
た
パ
ネ
ル
展
を

開
催
し
ま
す
。

■
と
き
／
11
月
29
日(

金)

～

12
月
６
日
（
金
）
午
前
10
時
～

午
後
８
時

■
と
こ
ろ
／
丹
波
ゆ
め
タ
ウ
ン
内

　

氷
上
文
化
セ
ン
タ
ー
☎
82-

１
０
６
４

２
０
１
９
丹

ま
ご
こ
ろ

の
里 

人
権
の

つ
ど
い

12
月
４
日
～
10
日
は
人
権
週
間

で
す
。
人
権
尊
重
の
意
識
が
自

然
に
態
度
や
行
動
に
表
れ
る

「
人
権
文
化
」
の
息
づ
い
た
市

を
目
指
し
て
、
丹
の
里
人
権
の

つ
ど
い
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き
／
12
月
８
日
（
日
）
午

後
１
時
～
４
時

■
と
こ
ろ
／
春
日
文
化
ホ
ー
ル

■
内
容
／
①
人
権
作
文
表
彰
・

お
知
ら
せ

た
保
険
証
は
、
市
民
課
ま
た
は

各
支
所
へ
返
却
く
だ
さ
い
。

　
　

市
民
課(

氷
上
庁
舎
内)

☎
82
‐
６
６
９
０

旧
氏
で
印
鑑
登
録
が
で
き
ま
す

市
民
課
ま
た
は
各
支
所
で
住
民

票
に
旧
氏
（
旧
姓
）
併
記
の
手

続
き
を
す
る
と
、
印
鑑
登
録
証

明
書
に
旧
氏
が
記
載
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
旧
氏
で
の
印
鑑
登

録
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　

市
民
課(
氷
上
庁
舎
内)

☎

82
‐
２
０
０
２

介
護
保
険
要
介
護
認
定
者

の
障
害
者
控
除
制
度
を
ご

存
知
で
す
か

介
護
保
険
の
「
要
介
護
認
定
」

を
受
け
て
い
る
人
で
、
認
定
基

準
を
満
た
す
人
は
、
所
得
税
な

ど
の
申
告
の
際
、
障
害
者
控
除

の
対
象
に
な
り
ま
す
。
控
除
を

受
け
る
場
合
は
「
障
害
者
控
除

対
象
者
認
定
書
」
が
必
要
で
す
。

介
護
保
険
課
・
各
支
所
に
設
置

し
て
い
る
申
請
書
で
、
あ
ら
か

じ
め
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

介
護
保
険
課
（
春
日
庁
舎

内
）
☎
74
‐
０
６
０
２

狩
猟
解
禁
期
間
に
つ
い
て

11
月
15
日
か
ら
令
和
２
年
2

月
15
日
ま
で
狩
猟
が
解
禁
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
シ

カ
、
イ
ノ
シ
シ
に
つ
い
て
は
、

兵
庫
県
全
域
で
３
月
15
日
ま

で
猟
期
が
延
長
さ
れ
て
い
ま

す
。
期
間
中
、山
に
入
る
際
は
、

目
立
つ
服
装
を
し
、
音
の
出

る
も
の
を
身
に
着
け
る
な
ど

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

農
業
振
興
課
（
春
日
庁
舎
内
）

☎
88
‐
５
０
２
８

国
民
健
康
保
険
証
が
12
月
１

日
か
ら
新
し
く
な
り
ま
す

12
月
１
日
か
ら
新
し
く
な
る
国

民
健
康
保
険
証
を
、
11
月
中
に

簡
易
書
留
で
送
付
し
ま
す
。
今

年
度
よ
り
氏
名
の
フ
リ
ガ
ナ
を

記
載
し
て
い
ま
す
。
フ
リ
ガ
ナ

を
修
正
す
る
場
合
は
届
出
が
必

要
で
す
。
保
険
証
を
入
れ
る
ビ

ニ
ー
ル
ケ
ー
ス
は
各
支
所
の
窓

口
で
準
備
し
て
い
ま
す
の
で
、

必
要
な
人
は
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
有
効
期
限
が
切
れ

垣
町
沢
野
）
３
Ｋ
１
戸
▼
柊
団

地
（
市
島
町
喜
多
）
３
Ｄ
Ｋ
５
戸

■
申
込
期
間
／
12
月
２
日
（
月
）

～
16
日
（
月
）

■
入
居
予
定
時
期
／
令
和
２
年

１
月
下
旬

※
市
内
の
特
定
公
共
賃
貸
住

宅
（
挙
田
団
地
、
応
相
寺
団
地
、

下
滝
団
地
、
城
ヶ
花
団
地
、
の

こ
の
団
地
）
に
つ
い
て
は
、
常

時
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
　

公
営
住
宅
・
開
発
指

導
課
（
春
日
庁
舎
内
）
☎
74
‐

２
３
６
４

里
親
家
庭
を
募
集　
　
　
　

　
　
　
　

親
の
病
気
や
虐
待
な
ど
様
々
な

事
情
に
よ
り
、
自
分
の
家
庭
で

暮
ら
せ
な
い
子
ど
も
た
ち
に
、

家
庭
の
ぬ
く
も
り
を
伝
え
る
里

親
家
庭
を
募
集
し
ま
す
。

■
養
育
の
期
間
／
子
ど
も
の
状

況
に
よ
り
数
日
～
数
年
間

■
必
要
経
費
／
生
活
費
・
教
育

費
・
医
療
費
な
ど
は
公
費
で
負
担

■
そ
の
他
／
養
育
中
は
、
こ
ど

も
家
庭
セ
ン
タ
ー
・
里
親
会
な

ど
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

兵
庫
県
川
西
こ
ど
も
家
庭
セ

ン
タ
ー
☎
０
７
２
‐
７
５
６-

６
６
３
３

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
の
利
用
が
便
利

に
な
り
ま
し
た

　
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
（
確
定
申
告
の
電

子
送
信
）
を
利
用
す
る
に
は
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
カ
ー

ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
が
必
要
で
し

た
が
、
簡
単
な
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ

ー
ド
方
式
で
利
用
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
利
用
申
請
手

続
き
に
は
本
人
確
認
が
必
要
と

な
る
た
め
、
税
務
署
出
張
に
よ

る
本
人
確
認
及
び
申
請
受
付
を

行
い
ま
す
。

■
と
き
／
①
12
月
10
日
（
火
）

②
11
日
（
水
）
③
12
日
（
木
）

■
と
こ
ろ
／
①
春
日
住
民
セ
ン

タ
ー
、
②
③
氷
上
住
民
セ
ン
タ
ー

■
時
間
／
午
前
10
時
～
午
後
４
時

■
持
ち
物
／
運
転
免
許
証
な
ど
、

顔
写
真
入
り
の
身
分
証
明
書

　
　

柏
原
税
務
署
☎
72
‐

１
１
３
１

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

■
募
集
団
地
・
戸
数
／
公
営
住

宅
…
新
郷
団
地
（
氷
上
町
新
郷
）

３
Ｄ
Ｋ
２
戸
▼
小
山
団
地
（
青

問

募
集

朗
読
②
人
権
活
動
事
例
発
表　

③
人
権
講
演
会　

■
講
師
／
伊
藤
真
波
さ
ん

■
演
題
／
あ
き
ら
め
な
い
心

手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
・
託
児

有
※
託
児
は
11
月
29
日
ま
で
に

要
予
約
☎
72
‐
２
７
７
０
へ
申
込

申
問
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
（
氷

上
住
民
セ
ン
タ
ー
内
）
☎
82
‐

０
２
４
２

歴
史
講
座
「
丹
波
の
歴
史
文

化
を
知
る
・
つ
な
ぐ
」　

■
と
き
／
12
月
14
日
（
土
）
午

後
１
時
30
分
～

■
と
こ
ろ
／
氷
上
住
民
セ
ン
タ
ー

■
演
題
／
丹た

ん
し
ゅ
う州
氷
上
村 

村
上
家

文
書
を
読
む

■
講
師
／
神
戸
大
学
大
学
院
人

文
学
研
究
科　

出
水
清
之
助
さ
ん

※
終
了
後
、
古
文
書
相
談
有

　

文
化
財
課
（
山
南
庁
舎
内
） 

☎
70
‐
０
８
１
９

綾
戸
智
恵
コ
ン
サ
ー
ト

■
と
き
／
令
和
２
年
１
月
12
日

（
日
）
開
演
：
午
後
３
時
～

■
と
こ
ろ
／
ラ
イ
フ
ピ
ア
い
ち

じ
ま 

大
ホ
ー
ル

■
入
場
料
／
前
売
４
，
０
０
０

円
、
当
日
４
，
５
０
０
円

■
チ
ケ
ッ
ト
／
春
日
文
化
ホ
ー

ル
、
ロ
ー
ソ
ン
チ
ケ
ッ
ト
で
販
売

■
電
話
予
約
／
春
日
文
化
ホ
ー

ル
で
受
付

　
　

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
課
（
春

日
文
化
ホ
ー
ル
内
）
☎
74
‐

１
０
５
０　

パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す

た
め
の
シ
ン
ボ
ル
「
パ
ー
プ
ル

リ
ボ
ン
」
の
か
わ
い
い
ク
リ
ス

マ
ス
ポ
ッ
ト
を
作
り
ま
す
。

■
と
き
／
12
月
４
日(

水)

午
前

10
時
30
分
～
正
午

■
と
こ
ろ
／
市
民
プ
ラ
ザ

■
講
師
／
大
西
圭
子
さ
ん

■
定
員
／
先
着
15
人

■
参
加
費
／
５
０
０
円

※
託
児
有
、
11
月
27
日
（
水
）

ま
で
に
要
予
約

　
　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ

ー
（
市
民
プ
ラ
ザ
内
）
☎
82
‐

８
６
８
４

申
問

問

申
問

問

イ
ベ
ン
ト

問

参
加
者
募
集

講
座
・
イ
ベ
ン
ト

12
月
の
当
番
医

休
日
応
急
診
療
所　
　

申
問

広告

申
問

問申
問

Ｆ

Ｆ

広告

申
問

申
問

特
集
：
檜
皮
葺

特
集
：
檜
皮
葺

特
集
：
檜
皮
葺

市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ
市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ
市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

市
長
コ
ラ
ム
ほ
か

情
報
ひ
ろ
ば

お
知
ら
せ
・
募
集
・
イ
ベ
ン
ト

情
報
ひ
ろ
ば

子
育
て
関
連
情
報

情
報
ひ
ろ
ば

相
談
・
コ
ラ
ム

図

書

館

健
康
生
活
は
ぴ
た
ん

戸
籍
の
ま
ど
ま
ち
と
ぴ
ケ
ン
ト
市
長
・
オ
ー

バ
ン
市
長
来
丹



情  報  ひ  ろ  ば
nfomation  box!

赤ちゃんからの美術鑑賞ツアー
■とき／ 12 月８日（日）午前 10 時～ 11 時
■対象／０歳～５歳までの未就学児と保護者
■定員／ 10 組※要電話予約※別途観覧料は必要

植野記念美術館ポスター展「美術館 25 年の歩み」
開館から 25 年間の歩みを歴代展覧会ポスターで
ご紹介します。
■とき／ 12 月７日（土）～ 12 月 22 日（日）
※観覧料無料

　ひろしま美術館が所蔵する豪華なコレクション
から、モネやルノワールなど多くの日本人が憧れ
る印象派の世界を堪能ください。

◆関連イベント
クリスマスコンサート
■とき／ 12 月８日（日）開場：午後０時 30 分
～　開演：午後１時 30 分～
■出演／渡辺可奈（フルート）・奥田英樹（ヴァ
イオリン・ビオラ）・松本光央（ピアノ）
■定員／ 100 人※要電話予約※別途観覧料は必要

11 月 3 日 （日） ～１2 月 22 日 （日）

― 印象派から日本の近代洋画へ ―

海を越えた憧れ

　　植野記念美術館　☎ 82-5945
氷上町西中 615‐４●開館時間 / 午前 10 時～午後５時

（入館は午後４時 30 分まで）●休館日 / 月曜※祝日の
場合は翌平日●観覧料 / 一般 1000 円、学生 500 円、中・
小学生 250 円（ココロンカード利用可、20 人以上団体
割引）

ひろしま美術館名品展

17　　 ２019.11 たんば 2019.11 たんば　　　16

も
相
談　

※
要
申
込

♪
氷
上
子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
82
‐
８
６
８
９

講
座
▽
12
日
（
木
）
午
前
10
時

～
11
時
30
分　

食
育
講
座  

※
氷

上
住
民
セ
ン
タ
ー　

※
要
申
込

相
談
▽
19
日
（
木
）
午
前
10
時

～
11
時
30
分　

に
っ
こ
り
マ
マ

ひ
ろ
ば
：
な
ん
で
も
相
談

♪
青
垣
子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
87
‐
１
９
１
９

講
座
▽
7
日
（
土
）
午
前
10
時

～
11
時
30
分　

第
9
回
お
や
こ

教
室　

フ
ァ
ミ
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン　

※
要
申
込

相
談
▽
18
日
（
水
）
午
前
10
時

～
午
後
３
時
30
分　

な
ん
で
も

相
談
日   

※
要
申
込

♪
春
日
子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
74
‐
３
０
４
０

講
座
▽
20
日
（
金
）
午
前
10
時

～
11
時
30
分　

マ
マ
講
座  

歯

っ
ぴ
ー
教
室　

※
要
申
込

相
談
▽
18
日
（
水
）
午
前
10
時

～
11
時
30
分　

子
育
て
相
談
＆

お
お
き
く
な
っ
た
か
な　

♪
山
南
子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
77
‐
３
１
６
０

講
座
▽
14
日
（
土
）
午
前
10
時

～
午
後
１
時　

親
子
ふ
れ
あ
い

教
室　

ゾ
ウ
先
生
の
親
子
体
操

※
や
ま
な
み
ホ
ー
ル　

※
要
申
込

子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー

♪
柏
原
子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
72
‐
４
７
４
７

講
座
▽
19
日
（
木
）
①
午
前
９

時
30
分
～
10
時
30
分
②
午
前
10

時
40
分
～
11
時
40
分　

第
９
回

す
く
す
く
広
場　

ベ
ビ
ー
マ
ッ

サ
ー
ジ　

※
要
申
込

相
談
▽
20
日
（
金
）
午
前
10
時

～
11
時
30
分　

子
育
て
な
ん
で

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
丹
波
市
大
会

発
表
者
推
薦
の
本
を
紹
介
す
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム

で
す
。
誰
で
も
参
加
で
き
、
観

戦
者
の
投
票
で
「
チ
ャ
ン
プ
本
」

を
決
定
し
ま
す
。

■
と
き
／
12
月
15
日
（
日
）
午

後
１
時
30
分
～

■
と
こ
ろ
／
氷
上
住
民
セ
ン
タ
ー

■
発
表
者
／
中
学
生
の
部 

、
高

校
生
・
一
般
の
部

■
観
戦
者
／
当
日
、
先
着
40
人

お
は
な
し
会

幼
＝
幼
児　

小
＝
小
学
生　

小
低
・

高
＝
小
学
校
低
学
年
・
高
学
年

中
央
図
書
館
☎
82
‐
７
１
０
０

10
日
（
火
）
午
前
10
時
30
分  

幼
▼
14
日
（
土
）
午
前
10
時
30

分  

幼
▼
21
日
（
土
）
午
前
10

時
30
分  

小
▼
28
日
（
土
）
午

前
10
時
30
分  

幼

柏
原
図
書
館
☎
72
‐
０
３
１
３

21
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分  

幼
～
小
低
※
柏
原
住
民
セ
ン
タ

ー
２
階
和
室

青
垣
図
書
館
☎
87
‐
１
1
１
１

14
日
（
土
）
午
前
11
時   

幼
～

小
低

春
日
図
書
館
☎
74
‐
１
６
１
１

21
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分   

幼
～
小
低
※
春
日
住
民
セ
ン
タ

ー
２
階
視
聴
覚
室

山
南
図
書
館
☎
77
‐
０
３
３
６

８
日
（
日
）
午
後
１
時
30
分 

幼

～
小
低　

ク
リ
ス
マ
ス
お
は
な

し
会
※
山
南
住
民
セ
ン
タ
ー
２

階
集
会
室
▼
20
日
（
金
）
午
前

10
時
30
分　

幼
※
山
南
住
民
セ

ン
タ
ー
１
階
ち
ー
た
ん
ル
ー
ム

市
島
図
書
館
☎
85
‐
２
７
３
３

１
日
（
日
）
午
前
11
時　

幼
～

小
低　

お
り
が
み
教
室
「
ク
リ

ス
マ
ス
」
▼
21
日
（
土
）
午
前

11
時  

幼
▼
28
日
（
土
）
午
前

11
時　

幼
～
小
低

図
書
館

12
月
の
子
育
て

関
連
情
報

○
サ
ン
ド
ブ
ラ
ス
ト

■
と
き
／
11
日
（
水
）
午
後
１

時
～
３
時

■
対
象
／
市
内
在
住
の
小
学
生

以
上
※
小
学
生
は
保
護
者
同
伴

■
定
員
／
先
着
10
人

■
参
加
費
／
３
０
０
円

■
持
ち
物
／
透
明
な
ガ
ラ
ス
製

品
、
好
き
な
シ
ル
エ
ッ
ト
の
図
案

○
ガ
ラ
ス
フ
ュ
ー
ジ
ン
グ

■
と
き
／
18
日
（
水
）
午
後
１

時
～
３
時
30
分

■
対
象
／
市
内
在
住
の
小
学
生

以
上
※
小
学
生
は
保
護
者
同
伴

■
定
員
／
先
着
４
人

■
参
加
費
／
５
０
０
円

○
紙
す
き

■
と
き
／
25
日
（
水
）
午
後
１

時
～
３
時

■
対
象
／
市
内
在
住
の
小
学
生

以
上
※
小
学
生
は
保
護
者
同
伴

■
定
員
／
先
着
10
人

■
持
ち
物
／
牛
乳
パ
ッ
ク
（
１

ℓ
入
）
１
箱

○
と
ん
ぼ
玉

■
と
き
／
19
日
（
木
）
①
午
前

10
時
～
午
後
０
時
30
分
②
午
後

１
時
30
分
～
４
時

■
対
象
／
小
学
５
年
生
以
上

■
定
員
／
各
回
６
人
※
初
参
加

者
は
各
回
２
人
ま
で

■
参
加
費
／
１
，
５
０
０
円

■
持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン

糸
紡
ぎ
体
験

綿
か
ら
糸
に
紡
ぎ
ま
す
。

■
と
き
／
14
日
（
土
）
午
前
10
時

～
午
後
４
時　

※
要
事
前
申
込

■
定
員
／
10
人

■
参
加
費
／
１
，
２
０
０
円

年
末
年
始
休
館
の
お
知
ら
せ

12
月
27
日
（
金
）
～
令
和
2
年

1
月
５
日
（
日
）
ま
で
休
館

里
山
の
動
物
展

野
生
動
物
の
は
く
製
や
毛
皮
・

骨
を
展
示
し
ま
す
。

■
と
き
／
11
月
30
日
（
土
）
～

令
和
２
年
1
月
13
日
（
月
）

野
生
動
物
の
学
習
会

「
地
域
で
取
り
組
め
る
獣
害
対

策
の
成
果
や
可
能
性
」
と
題
し

て
、
森
林
動
物
研
究
セ
ン
タ
ー

山
端
先
生
の
講
話
な
ど
に
よ
る

学
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き
／
令
和
２
年
１
月
11
日

（
土
）
午
後
１
時
30
分
～
３
時

年
n e n

金
k i n 年金生活者支援給付金制度についての

お問い合わせは専用ダイヤルへ

　10 月 1 日から、年金生活者支援給付金制度
が始まっています。給付金が受給できる人に
は日本年金機構から給付金請求書が送付され
ています。受給のためには請求書の提出が必
要となりますので、必要事項を記入の上、切
手を貼って郵便ポストへ投函してください。
○年金生活者支援給付金に関する専用ダイヤル
☎ 0570‐05‐4092（ナビダイヤル）
※ 050 で 始 ま る 電 話 の 場 合 は ☎ 03‐5539‐
2216

【受付時間】月～金曜日　午前８時 30 ～午後５
時 15 分※ただし、月曜日は午後７時まで
第２土曜日　午前９時 30 分～午後４時

　市民課（氷上庁舎内）☎ 82‐6690問

12
月
の
体
験
教
室

丹
波
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

☎
78
‐
９
９
９
９

相
談
▽
19
日
（
木
）
午
前
10
時

～
午
後
２
時　

子
育
て
な
ん
で

も
相
談　

♪
市
島
子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
85
‐
３
０
３
０
（
代
）

講
座
▽
６
日
（
金
）
午
前
10
時

～
11
時
30
分　

わ
か
ば
教
室　

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
講
座　

※
要
申
込

相
談
▽
20
日
（
金
）
午
前
10
時

～
午
後
４
時　

ほ
っ
こ
り
相
談

日　

※
要
申
込 

問

●次回の出張年金相談（完全予約制）
 相  談  日：12 月５日（木）
 と  こ  ろ：氷上住民センター
 予約期間：11 月１日（金）～ 11 月 28 日（木）
 定        員：20 人
 予  約  先：西宮年金事務所　☎ 0798‐33‐2944
※自動音声が流れますので、１を押した後に２を
押して「年金事務所職員にご用の方」を選択して
ください。
※当日は年金証書、年金手帳など基礎年金番号の
わかるものを持参ください。本人以外の場合は、
委任状が必要です。

申

青
垣
い
き
も
の
ふ
れ
あ
い
の
里 

☎  

88
‐
０
８
８
８  　月
曜
休
館

 

丹
波
布
伝
承
館

☎  

80
‐
５
１
０
０
火
曜
休
館

美と鑑賞の憩いの場　　－美術館通信－

特
集
：
檜
皮
葺

特
集
：
檜
皮
葺

特
集
：
檜
皮
葺

市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ
市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ
市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

市
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ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
体
験

　  

10
月
１
日
に
三
ッ
塚
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
愛
育
館
で
「
丹
波
市

ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
の
集
い
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人

も
、
障
が
い
の
種
類
や
程
度
に

関
係
な
く
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

を
通
じ
て
、
交
流
を
深
め
る
取

り
組
み
で
す
。

　

当
日
は
、
囲
碁
ボ
ー
ル
、
ボ
ッ

チ
ャ
、
フ
ラ
イ
ン
グ
・
デ
ィ
ス

ク
な
ど
、
全
５
種
類
の
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
を
体
験
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
実
際
に
体
験

し
て
い
る
皆
さ
ん
の
笑
顔
が
と

て
も
印
象
的
で
し
た
。
特
に
囲

碁
ボ
ー
ル
は
、
ワ
ー
ル
ド
マ
ス

タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ
２
０
２
１
関

西
の
オ
ー
プ
ン
競
技
に
選
ば
れ

て
お
り
、
そ
の
楽
し
さ
を
広
め

て
い
き
た
い
で
す
。

　

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
課  

（
春

日
文
化
ホ
ー
ル
内
）
☎
88
‐

５
０
５
７

こ
ん
に
ち
は
！

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
で
す

問

問

問

　
「
初
回
無
料
の
サ
プ
リ
メ
ン

ト
を
注
文
し
た
が
定
期
購
入
が

条
件
と
は
気
付
か
な
か
っ
た
」、

「
身
体
に
合
わ
な
い
の
で
解
約

し
た
い
が
何
度
事
業
者
に
電
話

を
か
け
て
も
つ
な
が
ら
な
い
」

と
い
う
相
談
が
多
く
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　

電
話
が
つ
な
が
ら
な
い
た
め

メ
ー
ル
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
連
絡
を
し

て
も
「
電
話
の
み
で
受
付
し
て

い
る
」
と
対
応
し
て
く
れ
な
い

ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
が
、
解
約

の
申
請
期
間
が
過
ぎ
て
し
ま
う

場
合
は
、
解
約
希
望
を
連
絡
し

た
証
拠
と
し
て
、
メ
ー
ル
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
、
手
紙
な
ど
の
記
録
を
残

し
、
商
品
を
注
文
す
る
際
は
、

最
終
確
認
画
面
で
契
約
内
容
や

解
約
条
件
を
必
ず
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

　　

丹
波
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
く
ら
し
の
安
全
課
内
）
☎
82
‐

０
９
９
６    

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓

発
週
間

　

毎
年
12
月
10
日
か
ら
16
日
ま

で
は
、「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問

題
啓
発
週
間
」
で
す
。

　

こ
の
週
間
に
は
、
全
国
各
地

で
拉
致
問
題
を
考
え
る
様
々
な

行
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

拉
致
は
、
重
大
な
人
権
侵
害

で
す
。
拉
致
問
題
の
解
決
に
は
、

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
「
拉
致

は
許
さ
な
い
、
１
日
も
早
く
す

べ
て
の
拉
致
被
害
者
を
取
り
戻

す
」
と
い
う
想
い
が
大
き
な
力

と
な
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
の
週
間
に
合
わ

せ
て
拉
致
問
題
に
関
す
る
資
料

や
市
内
の
行
方
不
明
者
の
情
報

を
展
示
す
る
パ
ネ
ル
展
を
氷
上

住
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま

す
。
こ
の
機
会
に
、
改
め
て
拉

致
問
題
に
つ
い
て
の
関
心
と
理

解
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

　

人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
（
氷

上
住
民
セ
ン
タ
ー
内
）
☎
82
‐

０
２
４
２

人権啓発コ
ー

ナ
ー

じ
ん
け
ん    

と
び
ら

の

問

問 「
電
話
で
し
か
解
約
で
き
な

い
」
と
い
う
通
販
会
社

「
氷
上
寿
学
級　

新
舞
踊
ク
ラ
ブ
」

　

新
舞
踊
は
、
日
本
の
伝
統
芸
術
で
あ
る
日
本
舞
踊
を
さ
ら
に
親

し
み
や
す
く
し
た
も
の
で
、
演
歌
や
歌
謡
曲
に
合
わ
せ
て
踊
る
こ

と
が
魅
力
で
す
。「
桐き

り
り
ゅ
う流
」
の
北
岡
先
生
の
ご
指
導
の
下
、「
継
続

は
力
な
り
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
楽
し
く
稽
古
し
て
い
ま
す
。
着
付

け
も
自
分
で
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
姿
勢
も
ま
だ
ま
だ
大
丈
夫
！

と
自
負
し
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

　

好
き
な
こ
と
が
で
き
る
喜
び
を
感
じ
つ
つ
、
一
回
一
回
の
練
習

を
大
切
に
頑
張
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
体
験
、
見
学
、
い
つ

で
も
ご
自
由
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
氷
上
住
民
セ
ン
タ
ー
で
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。　

い
き
い
き
げ
ん
き
に
！

　

地
域
高
齢
者
学
級
だ
よ
り

■基本事項
実施日 第１・第３金曜日

午後２時～午後４時
場    所 氷上住民センター
対    象 市内在住のおおむね 60 歳以上
会    費 年会費 7,000 円

     氷上住民センター　☎ 82‐3719問

氷住＝氷上住民センター、柏住＝柏原住民センター、山住＝山南住
民センター、青住＝青垣住民センター、ラ＝ライフピアいちじま、
春住＝春日住民センター、氷＝氷上庁舎、春＝春日庁舎、柏支＝柏
原支所、市支＝市島支所、健ミ＝健康センターミルネ、市プ＝市民
プラザ、丹健＝丹波健康福祉事務所
電話の掛け間違いがないようご注意ください！

12 月の相談
種別 相談名 日・曜日 時間 場所 問い合わせ先

消
費 消費生活相談 平日（祝日除く）午前８時 30 分～午

後５時 15 分

消費生活センター
( く ら し の 安 全 課
内 )

丹波市消費生活センター
☎ 82‐0996
消費者ホットライン※土日☎ 188

行
政 行政相談

４日（山住）、９日（氷）、12 日（青住）、17 日（春住）、
18 日（柏住）、19 日（ラ）　
時間 / 午後１時 30 分～３時 30 分

総務課
☎ 82‐1002

人
権

特設人権相談所 ８日（春住）、19 日（青住）
時間 / 午後１時 30 分～４時　※８日は午前９時～ 11 時 柏原人権擁護委員協議会

☎ 72‐0176
常設相談所 水 ( 祝日除く ) 午前９時～午後４時 神戸地方法務局柏

原支局

総合生活相談
( 隣保館相談 )

電話 平日 午前９時～午後５時 来館相談も可能 氷上文化センター 　☎ 82‐1064
七日市会館☎ 74‐2310
※電話相談は氷上文化センターのみ出張 ９日（柏住）、19 日（青住）

時間 / 午後１時 30 分～４時

女性のための悩み相談
10 日 （市プ）、24 日 （市プ） ・時間 / ①午前 10 時 30 分～、
②午前 11 時 30 分～、③午後１時～　
※各回 50 分、予約優先、託児有（要予約）

男女共同参画センター
☎ 82‐8684

法
律

行政書士による
無料相談会 ７日 午 後 １ 時 30 分 ～

４時 柏住 県行政書士会摂丹支部（倉橋）
☎ 72‐0622

無料登記法律相談 19 日 午 後 １ 時 30 分 ～
４時 柏住

松本一男事務所　☎ 76‐0597
※共催　県司法書士会たんば支
部・県土地家屋調査士会但馬支部

福
祉

もの忘れ医療相談日 24 日※要予約 午後２時～４時

健ミ・３階 地域包括支援課
☎ 88‐5751認知症介護者相談日 ６日※要予約 午前 10 時～正午

高齢者権利擁護相談日 12 日※要予約 午前 10 時～正午

知的障がい者相談 11 日※前日正午
までに要予約

午 後 １ 時 30 分 ～
３時

春・１階相談室２ 障がい福祉課
☎ 74‐0222

こころの健康相談
（障がい福祉）

26 日※前日正午
までに要予約

午 後 １ 時 30 分 ～
３時

身体障がい者相談 11 日（市支）、12 日（山南福祉センター）
時間 / 午後１時 30 分～３時

健
康

健康・栄養相談
５日（青住）、10 日（山住）、19 日（市支）
※「減塩相談」同時開催
受付時間 / 午前９時 30 分～ 11 時（予約優先）

健康課
☎ 88‐5750

こころのケア相談 19 日※要予約 午後１時 15 分～

丹健 丹波健康福祉事務所
☎ 73‐3767アルコール相談 20 日※要予約 午後１時～

思春期保健相談 17 日※要予約 午後１時 45 分～

医
療

夜間医療健康相談 年中無休
午後７時～午前０時

電話相談

丹波市夜間医療健康相談ホットライン
☎ 0120‐737‐180

小児救急医療相談
年中無休　午後５時 30 分～翌午前
８時／土日祝年末年始　午前８時～
翌午前８時

小児救急医療電話相談窓口
☎ 78‐9290

夜間おくすり相談 平日の午後９時～ 10 時 30 分 丹波市薬剤師会
☎ 080‐1432‐8132

若
者 ニート・ひきこもり相談 毎週火曜日／月４回

午前 10 時～午後 4 時　※要予約　

氷住（第１火）
春住（第２火）
柏住（第 3 火）
山住（第 4 火）

子ども・若者サポートセンター
☎ 88‐5070

雇
用

職業相談 毎週木曜日／午後１時～ 4 時 市プ（第１・３木）
青住（第２・４木）丹

まごころ

ワークサポートたんば
☎ 74‐3660ハローワーキング

（出張職業相談）
５日（山住）・時間 / 午前９時 30 分～ 11 時
17 日（春住）、18 日（青住）・時間 / 午前 10 時～ 11 時 30 分

特
集
：
檜
皮
葺

特
集
：
檜
皮
葺

特
集
：
檜
皮
葺

市
政
フ
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シ
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フ
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ッ
シ
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政
フ
ラ
ッ
シ
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library

　おすすめ図書

『医師が教えるゼロポジ座り』　
中村　格

か く こ

子／著
講談社 [2019.1]

『かずくらべ』
西内　久典／ぶん　安野　光雅／え
福音館書店 [2019.4]

整形外科医がおすすめする体
に負担がかからない座り方「ゼ
ロポジ座り」で、痛みや疲れの
ない体を手に入れよう。股関節
の角度を 90 度よりもやや広い
110 度程度に開く座り方や、座
り時間が長く続いたときのスト
レッチが紹介されています。

指の数といちじくの葉、五輪
マーク、かぶと虫の足。いろ
いろな数くらべをして、どち
らが多いか、少ないか、それ
とも同じなのかを確かめてみ
ましょう。数字を使わずにそ
れぞれを対応させて数の比較
をした絵本です。

一般書

申   

　ベストリーダー情報（10 月 1 日～ 10 月 31 日）

順位 本の名前   作　者
１ クジラアタマの王様 伊坂幸太郎
２ 旧友再会 重松　清
３ そして、バトンは渡された 瀬尾まいこ
４ 希望の糸 東野圭吾
５ キンモクセイ 今野　敏

順位 本の名前 　作　者
１ おさるのジョージハロウィーン・パーティーにいく Ｍ・レイ／原作
２ ばばばあちゃんのやきいもたいかい さとうわきこ／作
３ だるまさんと かがくいひろし／さく
４ 14 ひきのおつきみ いわむらかずお／さく
５ かいじゅうたちのいるところ モーリス・センダック／さく

一般書 児童書

　　
『
丹
波
志
』
氷
上
郡
巻
之
六
の
「
名

所
」
に
、
次
の
よ
う
な
伝
承
が
あ
り

ま
す
。

　
「
上
滝
村
（
現
山
南
町
上
滝
）
に
鞍
ヵ

淵
と
い
う
場
所
が
あ
る
。
か
つ
て
用
明

天
皇
が
こ
の
地
を
通
ろ
う
と
し
た
際
、

川
の
水
が
溢
れ
て
渡
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
水
神
に
「
こ
の

川
を
渡
ら
せ
て
く
だ
さ
い
」
と
祈
り
、

鞍
を
投
げ
入
れ
た
と
こ
ろ
、
大
蛇
が

現
れ
て
橋
と
な
り
、
天
皇
に
川
を
渡

ら
せ
た
。」
と
い
う
も
の
で
す
。
ま
た
、

天
皇
が
老
夫
婦
の
家
に
宿
泊
し
た
際
、

焼
栗
を
埋
め
た
と
こ
ろ
、
芽
が
出
て

立
派
な
栗
の
木
に
な
っ
た
と
い
う
伝

承
も
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
と
は
別
に
、
市
島
町
上
垣
に

あ
る
愛
宕
神
社
に
は
、
用
明
天
皇
の

皇
子
で
あ
る
麻ま

ろ

こ

呂
子
親
王
が
丹
後
に

鬼
退
治
に
向
か
う
際
、
川
が
増
水
し

て
渡
る
こ
と
が
で
き
ず
に
い
た
と
こ

ろ
、
龍
が
現
れ
て
親
王
の
一
行
を
渡
し

た
、
と
い
う
伝
承
が
残
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
清せ

い
お
ん
じ

薗
寺
（
市
島
町
下
竹
田
）

 

神
戸
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井
上　

舞

の
縁
起
に
は
、
親
王
が
戦
勝
を
祈
願

し
て
焼
き
栗
を
埋
め
た
と
こ
ろ
、
そ

こ
か
ら
芽
が
出
た
と
い
う
話
が
記
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

蛇
や
龍
は
、
よ
く
水
神
の
象
徴
と

し
て
描
か
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
が
橋
に

な
る
、
あ
る
い
は
水
害
の
際
に
人
を

助
け
る
話
は
、
全
国
各
地
に
残
っ
て

い
ま
す
。
山
南
町
応
地
に
も
、
集
落

の
前
を
流
れ
る
川
が
氾
濫
し
た
際
、

大
蛇
が
橋
と
な
っ
て
、
対
岸
に
取
り

残
さ
れ
た
子
供
を
助
け
た
と
い
う
伝

承
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

加
え
て
、
山
南
町
と
市
島
町
の
伝

承
は
、
離
れ
た
地
域
で
あ
る
に
も
関

わ
ら
ず
、
用
明
天
皇
（
あ
る
い
は
そ

の
皇
子
）・
渡
河
を
助
け
る
蛇
や
龍
・

焼
栗
、
と
い
っ
た
共
通
項
が
あ
り
ま

す
。
お
そ
ら
く
、
ふ
た
つ
の
伝
承
の

背
景
に
は
、
基
に
な
っ
た
話
と
、
そ

の
話
を
伝
え
歩
い
た
人
々
の
存
在
が

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

今
後
、
類
似
の
伝
承
を
収
集
・
調

査
す
る
こ
と
で
、
伝
承
が
伝
わ
る
ル
ー

ト
や
、
伝
承
が
残
る
地
域
の
歴
史
に

つ
い
て
の
新
た
な
発
見
が
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

シ
リ
ー
ズ

ふ
る
さ
と
を
見
直
そ
う
108

  

『
丹
波
志
』
の
伝
承
を
読
む

　 

―
橋
に
な
る
蛇
の
話
―

　

文
化
財
課
（
山
南
庁
舎
内
）
☎
70
‐

０
８
１
９

児童書

歴史探訪

問健康課（健康センターミルネ内）☎ 88‐5750

※れんこんの食感と柚子の香りも加わった食欲を
そそる鶏団子汁です。水溶き片栗粉でとろみをつ
けると、さらに身体を温めるひと品になります。

①れんこんは粗みじん切りにし、鶏ひき肉
と片栗粉、生姜すりおろしをボウルに入れ
て、粘り気がでるまでよく混ぜ合わせる
②だいこん、にんじんはいちょう切り、ご
ぼうは笹がきにして水にさらしておく
③鍋にだし汁を入れて火にかけ、②の野菜
を加えて煮る。煮立ってきたら①をスプー
ンで団子にしながら入れて、さらに煮る
④野菜と鶏団子に火が通ってきたら、調味
料を加えて味を調えて器に盛り、せん切り
にした柚子皮をのせる

  

材
料
（
２
人
分
）

鶏ひき肉 １２０ｇ
れんこん　 ４０ｇ
片栗粉、生姜すりおろし 小さじ１
だいこん　　　　　　 ４０ｇ
にんじん ２０ｇ
ごぼう ３０ｇ
だし汁 ３００ｃｃ
酒、みりん、しょうゆ 各大さじ１
柚子皮 少々

つ
く
り
方

栄
養
士
か
ら
の
一
言

【
冬
至
に
つ
い
て
】

　

今
年
の
「
冬
至
」
は
12
月
22
日
で
す
。

冬
至
は
一
年
で
一
番
昼
が
短
く
、
夜
が

長
い
日
で
す
。
冬
至
を
過
ぎ
る
と
、
毎

日
少
し
ず
つ
昼
が
長
く
な
り
ま
す
。
そ

の
た
め
冬
至
は
太
陽
が
よ
み
が
え
る
日

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
冬
至
の
食
事
】　

　

冬
至
に
は
ゆ
ず
湯
に
入
り
、
か
ぼ
ち

ゃ
を
食
べ
る
風
習
が
あ
り
ま
す
。
β
カ

ロ
テ
ン
が
豊
富
で
風
邪
の
予
防
に
も
な

る
か
ぼ
ち
ゃ
の
ほ
か
に
も
、「
ん
」
の

つ
く
食
べ
物
を
食
べ
る
と
、「
運
」
が

呼
び
込
め
て
幸
せ
に
な
る
と
い
う
言
い

伝
え
が
あ
り
ま
す
。

　

か
ぼ
ち
ゃ
は
「
な
ん
き
ん
」
と
も
言

わ
れ
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
、れ
ん
こ
ん
、

に
ん
じ
ん
、
だ
い
こ
ん
、
ぎ
ん
な
ん
、

う
ど
ん
な
ど
も
、
栄
養
が
あ
っ
て
身
体

を
温
め
る
食
べ
物
で
す
。

　

縁
起
を
か
つ
ぎ
つ
つ
、
栄
養
を
つ
け

て
寒
い
冬
を
乗
り
切
る
と
い
う
昔
の
人

の
知
恵
を
、
ご
家
庭
で
も
取
り
入
れ
て

み
て
く
だ
さ
い
。

意
外
と
知
ら
な
い
、
加
熱
式
タ
バ

コ
の
害

　

数
年
前
か
ら
紙
巻
き
タ
バ
コ
に
替
わ

っ
て
若
い
層
を
中
心
に
普
及
し
て
い
る

「
加
熱
式
タ
バ
コ
」。
決
し
て
健
康
へ
の

害
が
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

紙
巻
き
タ
バ
コ
よ
り
も
有
害
物
質
が

非
常
に
低
い
、
と
言
わ
れ
て
い
る
加
熱

式
タ
バ
コ
で
す
が
、厚
生
労
働
省
の
「
禁

煙
支
援
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
で
は
、
加
熱
式

タ
バ
コ
か
ら
発
生
す
る
エ
ア
ロ
ゾ
ル（
蒸

気
状
の
粒
子
）
に
は
、
発
が
ん
物
質
を

は
じ
め
と
す
る
有
害
物
質
が
含
ま
れ
て

い
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

加
熱
式
タ
バ
コ
は
、「
紙
巻
き
タ
バ
コ

の
よ
う
に
副
流
煙
が
出
な
い
た
め
、
受

動
喫
煙
は
な
い
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
使
用
者
は
目
に
見
え
な
い
エ

ア
ロ
ゾ
ル
を
吐
き
出
し
て
お
り
、
そ
の

中
に
は
ニ
コ
チ
ン
な
ど
の
有
害
物
質
が

含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
受
動
喫
煙
を
引

き
起
こ
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

タ
バ
コ
で
あ
る
以
上
、「
加
熱
式
タ
バ

コ
」
に
も
ニ
コ
チ
ン
や
有
害
物
質
が
含

ま
れ
て
お
り
、
喫
煙
者
や
周
囲
の
人
の

健
康
を
脅
か
し
ま
す
。
す
で
に
吸
っ
て

い
る
人
は
、
ぜ
ひ
禁
煙
を
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

１人分 : エネルギー 185kcal・塩分 1.4g

れんこん入り鶏だんご汁

～季節の料理を食卓に～

問

12 月
図書館カレンダー

日  月  火  水  木  金   土  
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７
８ ９ 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31
×

×

×
×

□
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掲・示・板

丹波の“幸せさん”を紹介

　「はぴたん‐Happy Tamba‐」では、生まれ
た子、新婚夫婦、誕生日を迎える子を紹介しま

はぴたん
Happy Tamba

す。市の公式ラインで毎月 20 日前後
に掲載者になれるクーポンを配信して
います。

LINE の登録はこちらから→

10 月届出順（敬称略）戸籍のまど
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平成 21 年 11 月 23 日　深田 和
か ず ま

真さん（右）

平成 27 年 11 月 4 日　 深田 元
げ ん た ろ う

太郎くん

氷上町
上新庄

誕生日

平成 30 年 11 月 30 日　福垣 太
たいしょう

翔くん

誕生日

平成 29 年 11 月６日　永井 大
だ い き

輝くん 誕生日

市島町
上垣

平成 30 年 11 月 20 日　五十嵐 昴
すばる

くん
平成 29 年 11 月４日　竹安 小

こ は る

春ちゃん

誕生日

誕生日

柏原町
大新屋

山南町
山本

平成 29 年 11 月 19 日　水野 珠
た ま き

綺ちゃん（右）お姉さんといっしょに！
令和元年 10 月２日　杉本 里

り ほ

帆ちゃん
誕生日出生

春日町
黒井

青垣町
佐治

大地　三
みつ は

葉　憲
けんいち

一　春日町平松

木村　莉
り お

緒　貴
たかゆき

之　氷上町新郷

前川　寧
ね ね

音　祐
ゆう じ

司　山南町前川

荻野　朱
あか り

梨　祥
よしあき

朗　氷上町石生

堀　陽
ひ な こ

菜子　晋
しんたろう

太郎　氷上町横田

足立　鈴
すず な

梛　智
ともふみ

文　氷上町横田

長濱　みこと　正
まさのり

憲　市島町東勅使

中塚　瑛
えいすけ

亮　陽
よういちろう

一郎　氷上町石生

細見　琉
る あ

愛　浩
ひろまさ

正　柏原町柏原

谷口　悠
ゆう と

翔　　典
つかさ

　春日町古河

高見　　隼
はやと

　　学
がく

　山南町谷川

浅葉　茉
まり あ

莉愛　智
とも き

貴　山南町谷川

杉本　里
り ほ

帆　広
こう た

太　青垣町佐治

進藤　光
みつ き

希　雅
まさ き

紀　市島町上垣

植野　永
とお み

三　善
よしろう

朗　氷上町成松

林　彩
あやか

花サントラル　　睦
むつみ

　柏原町挙田

平野　蒼
そう き

來　伸
しん や

哉　山南町前川

平井　結
ゆ ゆ

夕　美
み ゆ

邑　柏原町柏原

三輪　優
ゆう り

莉　克
かつひと

仁　氷上町上成松

山名　　穣
じょう

　洋
よういちろう

一朗　市島町上田

今井　　禮
れい

　雄
ゆう き

基　春日町新才

柿原　煌
あき と

斗　翔
しょうた

太　氷上町常楽

野口　　茜
あかね

　正
まさ と

人　春日町平松

井上　遥
はる ひ

陽　　崇
たかし

　氷上町石生

荻野　史
ちか や

弥　雅
まさひろ

裕　氷上町石生

髙見　聖
せ な

和　一
かず き

希　市島町中竹田

橋本　凰
こう し

志　洋
ひろかず

和　春日町野村

細谷　里
り ほ

保　智
とも き

希　春日町黒井

足立　環
かん な

奈　雄
ゆう た

太　青垣町口塩久

上田　惟
いつ き

月　隆
たかゆき

之　柏原町南多田

上野　紗
さゆ き

幸　聖
きよのり

典　氷上町常楽

近藤　　弘
ひろむ

　88歳　春日町東中

炭野　　嵩
たかし

　89歳　氷上町石生

藤原　松
まつ じ

治　88歳　氷上町稲継

西田　かずの　100歳　氷上町西中

足立　美
みよ し

義　90歳　氷上町上新庄

根木　秋
あき え

惠　96歳　氷上町西中

牧野　一
かず お

夫　71歳　柏原町柏原

奥田　　力
つとむ

　90歳　山南町谷川

山中　滿
みつ こ

子　86歳　青垣町遠阪

西本　みつゑ　94歳　春日町東中

安田　ふさの　87歳　氷上町賀茂

久保　彌
やす こ

壽子　77歳　山南町岡本

本庄　清
せい じ

治　94歳　春日町棚原

松山　一
かず え

枝　94歳　氷上町成松

足立　昌
まさのり

紀　82歳　市島町梶原

髙見　ふゆ子
こ

　92歳　春日町多利

荻野　昭
あき お

夫　90歳　春日町朝日

森　　敏
とし こ

子　76歳　氷上町清住

堂本　茂
しげ お

夫　93歳　山南町北和田

矢野　正
まさ お

夫　90歳　春日町多利

日野　知
ち え

絵　46歳　市島町北奥

村上　孝
たか お

男　86歳　山南町岡本

荻野　あい子
こ

　93歳　春日町朝日

髙見　和
かず み

三　88歳　春日町小多利

後藤　ひろ子
こ

　100歳　山南町井原

髙見　鈴
すず よ

代　80歳　市島町中竹田

安田　昌
まさ こ

子　89歳　春日町牛河内

太田　幸
さち ほ

穗　83歳　氷上町西中

谷本　明
あけ し

士　81歳　氷上町日比宇

松本　善
ぜんいち

一　85歳　氷上町下新庄

高木　　幹
つよし

　83歳　青垣町小稗

小笠原　雅
まさ こ

子　90歳　市島町下竹田

三宅　鈴
すず こ

子　90歳　山南町谷川

安江　まさ江
え

　87歳　春日町国領

岸本　　昇
のぼる

　89歳　氷上町下新庄

足立　はるみ　99歳　春日町多田

お誕生おめでとうございます
赤ちゃん　保護者　住　所

氏　名 　年齢   住　 所 
お悔やみ申し上げます

林　とし子
こ

　96歳　山南町応地

足立　みさ子
こ

　90歳　青垣町惣持

廣瀨　千
ちず こ

津子　73歳　氷上町本郷

板谷　政
まさよし

義　83歳　氷上町石生

勝田　重
しげかず

一　88歳　氷上町黒田

堂本　いづみ　78歳　山南町下滝

板野　秀
ひで お

雄　88歳　山南町北和田

近藤　朝
あさ こ

子　89歳　春日町新才

齊藤　　保
たもつ

　74歳　春日町黒井

西田　しげよ　91歳　市島町与戸

稲畑　耕
こう じ

二　61歳　市島町市島

植野　金
きん じ

治　77歳　山南町小野尻

大垣　利
とし の

乃　90歳　山南町草部

畑田　峯
みね こ

子　92歳　青垣町沢野

道本　幸
ゆき こ

子　88歳　氷上町三原

山下　昇
しょうじ

司　71歳　山南町小野尻

進藤　凱
がい き

紀　77歳　氷上町新郷

中森　信
のぶ お

生　90歳　市島町上竹田

氷上町
上成松

掲・示・板

世帯数と人口
総人口　 ６４，０７２人 　　（△７８）
 　男　　３０，７４０人　 　（△２４）
 　女　　３３，３３２人 　　（△５４）
 世帯数　２５，９１６世帯 　（△２）
＊令和元年 10 月末現在・（　）内は前月比
＊住民基本台帳に基づいて掲載

市内交通事故発生状況　
死　　者　　　　　  ２人　（△３）
傷　　者　　　  １４２人　（△３８）
人身事故　　　  １１６件　（△１９）
物損事故　　１，４３１件　（△２１９）   
＊令和元年 10 月末現在・   （　）内は前年同月比

今月の税
国民健康保険税（６期）
納期 /12 月２日（月）まで
　税務課（氷上庁舎内）☎ 82‐2003

次回の休日開庁日

11 月 23 日（土・祝）・12 月 28 日（土）
午前９時～正午　＊氷上庁舎市民課のみ
＊休日開庁日（毎月第４土曜日）の取扱業務

・住民票、戸籍謄（抄）本
・印鑑登録、印鑑登録証明書
・住民票、戸籍に関する諸証明書
※転入・転出の届出や税務証明の発行は行っ
ていません。
問市民課（氷上庁舎内）☎ 82‐2002問

次回の献血
11 月 28 日（木）春日住民センター　
＊午前 10 時～午後４時
令和２年１月 27 日（月）氷上住民センター
＊午前 11 時 30 分～午後４時

問 健康課 （健康センターミルネ内）☎ 88‐5750

 献血カー
ドをお持ち
ください
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令和元年台風 19 号

被災地での支援業務を報告

報告を行う安達係長（左）と松本主査

　10 月 25 日、台風 19 号の被災地である長野県
千曲市に、10 月 18 日から１週間派遣されていた
職員２人が帰任し、活動報告を行いました。派遣
職員の安達知史係長と松本雄一主査の２人は、過
去の災害経験を生かし、り災証明書発行のための
家屋被害調査などの業務を支援しました。
　松本主査は「家屋被害調査の経験が役に立った」
と話し、報告を受けた谷口市長は「使命を果たし
てもらい感謝している」とねぎらいました。

好成績を報告する岩崎選手（中央）と山下選手（右）

青垣で学んだパラグライダー

世界大会で好成績を収める

　11 月７日、青垣地域のロールアウトパラグラ
イダースクール所属の山下敦子選手・岩崎拓夫
選手が、国内外の大会で優秀な成績をあげ、市
長に報告しました。
　山下選手は、今年韓国で行われたワールドカッ
プで女性としては史上初の総合優勝に輝きました。
岩崎選手は、今年国内リーグで２勝しており、今
後も青垣地域の岩屋山をホームグラウンドに練習
を重ね、スカイスポーツ振興にも取り組まれます。

　

丹波市民も参加のフラダンスチーム

ハワイの世界大会に出場！

フラダンスの振り付けを披露するメンバーの皆さん

すくっぴと
どかちま

すくっぴと

　11 月９日、丹波医療センターと健康センター
ミルネで、地域住民に両施設を身近に感じてもら
おうと、職員らによるイベントが開催されました。
　医療に関する体験セミナーや模擬店などのほ
か、ミルネ診療所と医療センターの役割の違いな
どを紹介する研修医らの寸劇が披露されました。
訪れた住民は「普段の病院とは違う雰囲気で、子
どもと一緒に楽しみました」と話しました。

地域に開かれた施設をめざして

医療センター・ミルネフェスタ開催

御船小学校で発表する竜学生たち

恐竜を題材とした交流学習

熊本県御
み ふ ね ま ち

船町への竜
り ゅ う が く

学を実施！

　10 月 26 日～ 28 日までの３日間、こども恐竜
大使に任命された市内の小学６年生８人が、恐竜
化石が発見された熊本県御船町を訪問する「竜学」
を実施しました。御船小学校では、丹波竜などを
紹介して交流したほか、熊本地震の被災地も訪れ、
防災や復興支援についても学習しました。
　今回の竜学で学んだことは、12 月１日（日）
に開催される恐竜フェスタで発表されます。

表彰式に出席された受賞者の皆さん寸劇を上演する研修医たち

　10 月 25 日、兵庫県を中心に活動するフラダン
スチーム「カパーフラオカイリマレイアピキ」の
メンバー８人が、ハワイで開催される世界大会へ
の出場報告のため、市役所を訪問しました。チー
ムは市内各地で練習を重ね、丹波市からも３人が
参加して表現力を磨いています。
　代表の金山佳子さんは「順位は気にせず、笑顔
で愛を込めて踊りたい」と意気込みました。

永年の功績を称えて

もみじ賞の表彰式を開催

　11 月２日、永年にわたり、市の発展と市民の
ために献身的な活動をされた８人に対し、その
功績を称えもみじ賞が贈られました。
　今年の受賞者は、足立德

の り ゆ き

行さん、徳田八
や す お

洲男さ
ん、冨川禎

さ だ み

己さん、畑中勝
か つ と し

敏さん、婦木一
か ず ゆ き

幸さん、
藤本修

しゅうさく

作さん、吉住孝
た か の ぶ

信さん、加藤美
み ゆ き

由紀さん
でした。

惑星作りに挑戦する子どもたち

普段出来ないことに挑戦してみよう！

チャレンジフェス in 丹波開催

　10 月 26 日、青垣地域の旧遠阪小学校で、市
内の小学生約 200 人が様々な体験教室や講座に
挑戦し、困難なことにも挑戦する力を養う「チ
ャレンジフェス in 丹波」が行われました。
　宇宙や星について学ぶ教室では、カラーボー
ルの表面に色のついた砂を貼り付けて、自分だ
けの惑星作りに挑戦しました。子どもたちは「宇
宙のことが分かってよかった。惑星に海を作っ
た」と笑顔を見せていました。

　

市民の活動を応援する

市民プラザがオープン

記念式典でテープカットを行う関係者

　10 月 22 日、ゆめタウン２階に、誰でも使え
る「丹波市市民プラザ」がオープンしました。市
民活動や地域づくり活動を総合的に応援する「市
民活動支援センター」と男女共同参画社会の実現
を目指す「男女共同参画センター」、氷上子育て
学習センターなどを併設しています。
　20 日に行われた記念式典では、谷口市長が「い
つでも明るい声が響く、参画と協働の拠点にした
い。多くの人に利用してほしい」と話しました。
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10
月
10
日
～
11
日
、
昨
年
８
月
に
丹
波

市
と
姉
妹
都
市
提
携
を
結
ん
だ
ア
メ
リ
カ

の
ケ
ン
ト
・
オ
ー
バ
ン
両
市
の
市
長
と
関

係
者
が
丹
波
市
を
訪
問
し
ま
し
た
。
両
市

と
丹
波
市
は
、
昭
和
43
年
に
旧
春
日
町
と

オ
ー
バ
ン
市
、
旧
柏
原
町
と
ケ
ン
ト
市
が

そ
れ
ぞ
れ
に
姉
妹
都
市
提
携
を
結
ん
で
以

来
、
交
換
留
学
生
の
派
遣
な
ど
を
通
し
て

交
流
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

10
日
に
市
役
所
で
行
わ
れ
た
式
典
で

は
、
氷
上
中
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
「
こ

の
ま
ち
と 

と
も
に
‐
丹
波
市
の
歌
‐
」
や

ジ
ャ
ズ
の
演
奏
で
両
市
長
ら
を
歓
迎
。
こ

れ
ま
で
の
交
流
と
今
後
の
友
好
の
証
と

し
て
作
ら
れ
た
石
碑
を
お
披
露
目
し
ま
し

た
。

　

ケ
ン
ト
市
の
デ
ー
ナ
・
ラ
ル
フ
市
長
は
、

昭
和
62
年
に
柏
原
高
校
で
学
ん
だ
経
験
が

あ
る
元
留
学
生
で
す
。
10
日
に
行
わ
れ
た

柏
原
高
校
へ
の
訪
問
で
は
、「
若
者
の
交
流

が
姉
妹
都
市
の
関
係
を
強
く
す
る
。
様
々

な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
く
だ
さ
い
」

と
全
校
生
徒
を
激
励
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、市
の
誇
る
伝
統
産
業
で
あ
る
「
檜

皮
葺
」
の
技
術
や
市
内
企
業
の
見
学
を
行

い
、
経
済
分
野
で
も
連
携
の
糸
口
を
探
り

ま
し
た
。

　

50
年
以
上
続
く
交
流
を
礎
に
、
こ
れ
か
ら

も
こ
の
交
流
が
発
展
し
、
教
育
・
経
済
を
は

じ
め
、
様
々
な
分
野
で
信
頼
と
友
好
の
絆
が

深
ま
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

姉妹都市のアメリカ ケント市・オーバン市と

信頼と友好の絆を確かに

丹波市とケント市・オーバン市
50 年のあゆみ

　
年 できごと

昭和 43 年 春日町とオーバン市、柏
原町とケント市が姉妹都
市提携を締結

以降、友好親善訪問や若き親善大使を
派遣するなど、両市との交流を深める。

平成 17 年 ケント市長、オーバン市
長が来丹

平成 22 年 丹波市長・議長がケント
市・オーバン市を訪問

平成 23 年 ケント市・オーバン市より
両市長が来丹。姉妹都市
提携に向けた覚書を締結

平成 24 年 ケント市・オーバン市より
訪問団が来丹

平成 28 年 オーバン市長が来丹。豪
雨災害により延期してい
た姉妹都市提携に向けた
覚書を更新

平成 29 年 丹波市より経済交流事業
者を派遣

平成 30 年 ケント市 ･ オーバン市と
姉妹都市提携を締結。ケ
ント市・オーバン市が締
結日の 8 月10 日を「丹波
の日」と宣言

今回の訪問スケジュール

1_ 氷上中学校吹
奏楽部による歓
迎演奏　
2_ 大勢の職員が
両市長らをお出
迎え
3_ 市役所本庁舎
玄関前に設置さ
れた記念石碑

4_ 柏原高校での講演　
5_ 交換留学生時代の自分の
写真を見つけたケント市長

6_ 檜皮葺の技を
見学
7_ 議場を見学す
る訪問団
8_ 市内企業訪問
9_ 市長室での記
念撮影

1

2 3

4

5

6

7

8

9
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ケント市

デーナ・ラルフ市長
オーバン市

ナンシー・バッカス市長
丹波市議会

林時彦議長
丹波市

谷口進一市長
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